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4. 誘電率－体積含水率関係 

 直径φ30mmプローブにおける誘電率実数部及び虚数部と体積含水率の関係について，Toppらによる校正

曲線2)と併せて図-2に示す。いずれも体積含水率の増加に伴い値が上昇する傾向が見られたが，これらの関

係から体積含水率と乾燥密度を同時に特定できるような各ケースに対する明確な変化は認められなかった。 

  
(a) 実数部(φ30mmプローブ)               (b) 虚数部(φ30mmプローブ) 

図-2 誘電率（実数部，虚数部）と飽和度の関係 

5. 含水比既知状態での校正（誘電率実数部と含水比及び乾燥密度の関係） 

次に，含水比既知の状態における校正式を作成した。図-3に各含水比での誘電率実数部(ୖߝ)と乾燥密度(ୢߩ)

の関係を示す。この関係を基に，各含水比での線形近似（ୢߩ = ܽ × ୖߝ + b）を行い，その傾き(a)と切片(b)を

含水比の関数として表した結果を図-4に，校正式を次式(1)に示す。 ୢߩ = (−0.0067 × ݓ + 	0.2142) × ୖߝ + (0.0016 × ଶݓ − 0.0436 × ݓ + 0.8184)  ··············  (1) 

ここで，ୖߝ：誘電率実数部(1GHz)，ୢߩ：乾燥密度(Mg/m3)，ݓ：含水比(%)である。 

  
図-3 各含水比における誘電率実数部と乾燥密度の関係  図-4 傾き(a)・切片(b)と含水比の関係 

6. まとめ 

現場用 FDR-V密度計としての適用を視野に，今回それらの基データを取得するため，プローブ径の異なる

FDR-Vセンサーによるキャリブレーション試験を実施した。その結果，誘電率（実数部，虚数部）と体積含

水率の関係において，水分量と乾燥密度の同時測定が可能となるような各乾燥密度における有意な差は得ら

れなかった。一方，誘電率と含水比の関係で整理すると各乾燥密度に対する結果は一定の傾向を表した。つ

まり，含水比を既知として誘電率から各深度の乾燥密度を把握できる可能性を示した。 

今後は，深度方向に密度の異なる供試体を作製し，異なるプローブ径を適用した検討を行う予定である。 
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